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《基本目標》

夢や希望を実現しともに未来を創る鹿児島の人づくり

～誰もが幸せや豊かさを感じられる地域や社会を目指して〜

《具体的人間像》

１ 知・徳・体の調和がとれ，主体的に考え行動する力を備え，未来の社会の創り手となる人間

２ 伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛する態度を養い， 互いに認め，

高め合い，生涯を通じて幸せや生きがいを感じながら意欲的に自己実現を目指す人間

《本県教育の取組における視点》

１ 時代を超えて変わらない価値のあるものの尊重

２ 社会の変化を乗り越え，未来の社会の創り手となる資質・能力の育成

３ 生涯を通じて一人一人が幸せや生きがいを感じることのできる教育環境づくり

４ 学校・家庭・地域・企業等の積極的な連携・協働

５ 郷土の教育的な伝統や風土の活用と未来への継承

６ 教育デジタルトランスフォーメーション(DX)の推進

《本県教育施策の方向性》

Ⅱ 未来の社会の

創り手となる資質・

能力を伸ばし，社

会で自立する力を

育む教育の推進

Ⅰ お互いの人格を

尊重し，豊かな心

と健やかな体を育

む教育の推進

Ⅲ 信頼され，地域

とともにある学校

づくりの推進

Ⅳ 地域全体で子ど

もを守り育てる環

境づくりの推進

Ⅴ 生涯を通じて学

び活躍できる環境

づくりとスポーツ・

文化の振興

第４期鹿児島県教育振興基本計画骨子（案）

令和６年度から５年間に取り組む施策
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１ 国の教育振興基本計画（令和５年６月16日閣議決定）

（2040年以降の社会を見据えた教育施策に関する基本的な方針）

《総括的な基本方針》

○ 持続可能な社会の創り手の育成

将来の予測が困難な時代において，未来に向けて自らが社会の創り手となり，課

題解決などを通じて，持続可能な社会を維持・発展させていくことが求められる。

○ 日本社会に根差したウェルビーイングの向上

日本社会に根差したウェルビーイングの要素としては，「幸福感（現在と将来，

自分と周りの他者）」，「学校や地域でのつながり」，「協働性」，「利他性」，「多様性

への理解」，「サポートを受けられる環境」，「社会貢献意識」，「自己肯定感」，「自己

実現（達成感，キャリア意識など）」，「心身の健康」，「安全・安心な環境」などが

挙げられる。これらを，教育を通じて向上させていくことが重要である。

※ ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態であることをいい，

短期的な幸福のみならず，生きがいや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福

を含むものである。また，個人のみならず，個人を取り巻く場や地域，社会が持

続的に良い状態であることを含む包括的な概念

《５つの基本的な方針》

① グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成

② 誰一人取り残されず，全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育

の推進

③ 地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進

④ 教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進

⑤ 計画の実効性確保のための基盤整備・対話

国の教育振興基本計画やかごしま未来創造ビジョンにおける

今後の教育の姿
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２ かごしま未来創造ビジョン（令和４年３月改訂）

「地域を愛し世界に通用する人材の育成，文化・スポーツの振興」における施策体

系の各中項目における10年後の将来像

① 子どもの夢や希望を実現する教育環境づくり

○ 子どもたちが，豊かな心や健やかな体，社会で自立する力を身につけられる環

境が整っており，それぞれの夢や希望の実現に向けて，意欲を持って挑戦してい

ます。

○ 全ての学校において，安心･安全で質の高い教育環境が確保されるとともに，教

職員が子どもたちに十分向き合いながら，知･徳･体の調和のとれた教育が行われ

ています。

○ 学校・家庭・地域が連携し，地域全体で人を育て，人が地域を作る好循環が生

まれています。

② 鹿児島の発展を牽引する人材の育成

○ 鹿児島を愛し，国際感覚豊かでグローバルな視点を持った多くの若者が，鹿児

島に定着し様々な分野で活躍しています。また，子どもたちが，地域の中で様々

な知恵や行動規範を学び，自らの地域に誇りを持っています。

○ 全ての県民が，生涯を通じて学び続けるとともに，学んだことを生かし，地域

の活性化にも取り組んでいます。

③ 文化の薫り高いふるさとかごしまの形成

○ 国内外の様々な芸術分野での活発な交流などを通して，本県の文化芸術が更に

発展するとともに，全ての県民一人ひとりが，生涯を通じて，身近に様々な文化

芸術に触れ，親しんでいます。

○ 県内各地に伝わる郷土芸能や伝統行事，方言等の鹿児島独自の地域文化が次世

代へ継承されているとともに，鶴丸城跡など地域の文化財の活用が図られるなど，

文化芸術により生み出される様々な価値を活用し，観光・まちづくりなどと連携

することで，個性を生かした地域づくりが展開されています。

④ 「する・みる・ささえる」スポーツの振興

○ 県民が身近なところで気軽にスポーツ活動に親しめる環境が整っているととも

に，一流のスポーツ選手やスポーツチームが活躍し，スポーツを核とした交流人

口の拡大や地域活性化などにより，元気で活力ある地域の姿が見られます。


